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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種別の紙葉類を扱う紙葉類処理装置であって、
　前記紙葉類の種別ごとに用意されて紙葉類を収納すると共に、該収納した紙葉類の繰り
出しを行う複数の種別カセットと、
　個々の前記種別カセットへの紙葉類の収納搬送と、個々の前記種別カセットから繰り出
された紙葉類の繰り出し搬送とに関与する搬送経路と、
　前記搬送経路を搬送される紙葉類の枚数を計数しつつ、該搬送される紙葉類から紙葉類
種別を特定する種別情報を取得する種別情報取得部と、
　前記種別カセットにおける紙葉類の収納枚数の特定に支障を来す特異事象の発生状況を
、前記種別カセットごとに検知する特異事象検知部と、
　前記種別情報取得部による紙葉類の計数枚数に基づいて、前記特異事象の発生前後にお
ける紙葉類の現状収納枚数を、前記種別カセットごとに管理するカセット管理部と、
　前記種別カセットにおける紙葉類の収納状況を、種別カセットごとに表示する表示部と
を備え、
　該表示部は、
　前記特異事象が起きていないことにより前記現状収納枚数が確定済みのカセットである
ことを示す第１表示態様と、前記特異事象が起きたことにより前記現状収納枚数が未確定
のカセットであることを示す第２表示態様と、前記特異事象が起きたことにより前記現状
収納枚数が未確定ではあるものの推定可能なカセットであることを示す第３表示態様とを
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表示可能であり、前記種別カセットごとの前記収納状況を、前記第１表示態様と前記第２
表示態様と前記第３表示態様のいずれかの表示態様を用いて前記種別カセットごとに同時
に表示する
　紙葉類処理装置。
【請求項２】
　前記表示部は、前記現状収納枚数を前記収納状況に含んで表示し、前記種別カセットは
、紙幣の収納および繰り出しが一枚ずつ行われたか否かを検知する第１のセンサーと、前
記種別カセットの蓋が開けられたことを検知する第２のセンサーとを有する請求項１に記
載の紙葉類処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の紙葉類処理装置であって、
　紙葉類種別の特定ができなかった紙葉類を回収するリジェクトカセットと、カセットか
らの繰り出し時や搬送時にジャムを起こした紙葉類を収納するジャムカセットと、前記複
数の種別カセットに補充する紙葉類や前記複数の種別カセットから回収した紙葉類を収納
する補充回収カセットとを、前記特異事象を引き起こした紙葉類を前記搬送経路を経て収
納可能とされた非種別カセットとして備えると共に、
　前記特異事象を引き起こした紙葉類を前記搬送経路を経て前記非種別カセットに振り分
けて収納する振分部を備え、
　前記カセット管理部は、
　前記特異事象を引き起こした紙葉類が前記振分部により前記非種別カセットに収納され
た場合には、前記非種別カセットへの収納枚数を前記種別情報取得部により計数もしくは
推定して求め、前記非種別カセットについて前記求めた収納枚数を前記現状収納枚数から
減算して得られた収納枚数と、前記特異事象を引き起こして前記非種別カセットに収納さ
れた紙葉類の前記収納枚数が計数もしくは推定のいずれで得られたものかであることとを
、前記非種別カセットごとに管理し、
　前記表示部は、
　前記非種別カセットごとの前記収納状況についても、前記第１表示態様と前記第２表示
態様と前記第３表示態様のいずれかの表示態様を用いて前記非種別カセットごとに、前記
種別カセットごとの前記収納状況と共に同時に表示する
　紙葉類処理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の紙葉類処理装置であって、
　前記表示部は、
　前記複数の種別カセットを含むカセット群と、前記複数の種別カセットと前記リジェク
トカセットとを含むカセット群と、前記複数の種別カセットと前記リジェクトカセットと
前記補充回収カセットと前記ジャムカセットとを含むカセット群とを区別して前記種別カ
セットごとの前記収納状況の表示と同時に表示すると共に、それぞれの前記カセット群の
表示態様を、それぞれの前記カセット群に含まれる全てのカセットが前記第１表示態様で
表示されていれば前記第１表示態様とし、それぞれの前記カセット群に含まれるいずれか
一つのカセットが前記第２表示態様か前記第３表示態様で表示されていれば前記一つのカ
セットの表示態様とする
　紙葉類処理装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の紙葉類処理装置であって、
　前記種別カセットから紙葉類を繰り出し、該繰り出した紙葉類を前記搬送経路で搬送し
つつ前記種別情報取得部にて枚数計数と前記種別情報の取得とを行い、前記種別情報ごと
の種別の紙葉類についての枚数を紙葉類の繰り出し対象となった前記種別カセットごとに
特定する精査処理を実行する精査処理部と、
　前記第２表示態様で前記現状収納枚数を未確定として表示した前記種別カセットについ
て、前記精査処理部への前記精査処理の実行を指示する精査処理指示部とを備える
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　紙葉類処理装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の紙葉類処理装置であって、
　前記精査処理指示部は、
　前記特異事象を引き起こした紙葉類が前記振分部により前記非種別カセットに収納され
た場合には、前記精査処理部への前記精査処理の実行指示を、前記特異事象検知部が前記
特異事象の発生を検知した前記種別カセットについては抑制する
　紙葉類処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣や有価証券と言った紙葉類を取り扱う紙葉類処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の紙葉類処理装置は、自動取引装置（Automated Teller Machine;ＡＴＭ）や両
替機、銀行員などの使用する紙幣入出金機、自動券売機といった紙幣処理装置の形態で広
く普及しており、通常、紙幣を金種別に収納する金種別カセットを有し紙幣の入出金処理
を行う。一般に、取引処理装置の運用においては、金種別カセットへの紙幣の装填が行わ
れ、随時または定期的に、装置内の紙幣を計数して紙幣の残高を特定する精査処理が行わ
れる。
【０００３】
　紙幣処理装置における精査処理は、金種別カセットに収納済みの紙幣を実際にカセット
から取り出して循環搬送させ、その搬送の間に紙幣枚数の計数や紙幣の記番号の読取を行
った上で、カセットに紙幣が改めて収納される。こうした精査処理では、紙幣の実際の取
り出しと再収納が金種別カセットごとになされることから、精査処理に比較的長時間を要
していた。そして、この精査処理の実行中は、紙幣処理装置の運用が一時的にストップさ
れることから、精査処理の短縮化を図る種々の手法が提案されている（例えば特許文献１
参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２８２５３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来の精査処理では、金種別カセットごとの紙幣の取り出し枚数を減らすことで精
査時間の短縮化を図っているものの、全ての金種についての精査処理を行うことに変わり
はなく、改善の余地が残されていた。
【０００６】
　なお、この課題は、紙幣の入出金処理を行う紙幣処理装置に限らず、紙葉類の処理を行
う紙葉類処理装置において共通の課題であった。
【０００７】
　本発明は、上述した従来の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり
、紙葉類処理装置において、精査処理に要する時間の短縮化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した目的の少なくとも一部を達成するために、本発明は、以下の形態として実施す
ることができる。
　複数種別の紙葉類を扱う紙葉類処理装置であって、
　前記紙葉類の種別ごとに用意されて紙葉類を収納すると共に、該収納した紙葉類の繰り
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出しを行う複数の種別カセットと、
　個々の前記種別カセットへの紙葉類の収納搬送と、個々の前記種別カセットから繰り出
された紙葉類の繰り出し搬送とに関与する搬送経路と、
　前記搬送経路を搬送される紙葉類の枚数を計数しつつ、該搬送される紙葉類から紙葉類
種別を特定する種別情報を取得する種別情報取得部と、
　前記種別カセットにおける紙葉類の収納枚数の特定に支障を来す特異事象の発生状況を
、前記種別カセットごとに検知する特異事象検知部と、
　前記種別情報取得部による紙葉類の計数枚数に基づいて、前記特異事象の発生前後にお
ける紙葉類の現状収納枚数を、前記種別カセットごとに管理するカセット管理部と、
　前記種別カセットにおける紙葉類の収納状況を、種別カセットごとに表示する表示部と
を備え、
　該表示部は、
　前記特異事象が起きていないことにより前記現状収納枚数が確定済みのカセットである
ことを示す第１表示態様と、前記特異事象が起きたことにより前記現状収納枚数が未確定
のカセットであることを示す第２表示態様と、前記特異事象が起きたことにより前記現状
収納枚数が未確定ではあるものの推定可能なカセットであることを示す第３表示態様とを
表示可能であり、前記種別カセットごとの前記収納状況を、前記第１表示態様と前記第２
表示態様と前記第３表示態様のいずれかの表示態様を用いて前記種別カセットごとに同時
に表示する。
【０００９】
　（１）本発明の一形態としては、複数種別の紙葉類を扱う紙葉類処理装置であって、前
記紙葉類の種別ごとに用意されて紙葉類を収納すると共に、該収納した紙葉類の繰り出し
を受ける複数の種別カセットと、個々の前記種別カセットへの紙葉類の収納搬送と、個々
の前記種別カセットから繰り出された紙葉類の繰り出し搬送とに関与する搬送経路と、前
記搬送経路を搬送される紙葉類の枚数を計数しつつ、該搬送される紙葉類から紙葉類種別
を特定する種別情報を取得する種別情報取得部と、前記種別カセットにおける紙葉類の収
納枚数の特定に支障を来す特異事象の発生状況を、前記種別カセット毎に検知する特異事
象検知部と、前記種別情報取得部による紙葉類の計数枚数に基づいて、前記特異事象の発
生前における紙葉類の現状収納枚数を、前記種別カセットごとに管理するカセット管理部
と、前記種別カセットにおける紙葉類の収納状況を、種別カセットごとに表示する表示部
とを備える。該表示部は、前記特異事象が起きていないことにより前記カセットごとの前
記現状収納枚数が確定済みのカセットについての第１表示態様と、前記特異事象が起きた
ことにより前記カセットごとの前記現状収納枚数が未確定のカセットについての第２表示
態様とを使い分けて、前記収納状況を種別カセットごとに表示する。
【００１０】
　この形態の紙葉類処理装置では、個々の種別カセットについて、紙葉類の現状の収納状
況を表示しつつ、紙葉類の収納枚数の特定に支障を来す特異事象が発生していない種別カ
セット（以下、特異事象未発生カセットと称する）と、この特異事象が発生した種別カセ
ット（以下、特異事象発生カセットと称する）とで、紙葉類の収納状況の表示の態様を異
なるものとする。よって、この表示態様が第１表示態様の種別カセット（特異事象未発生
カセット）は、特異事象が起きていないことにより現状収納枚数が確定済みであると認識
され、特異事象が発生した種別カセット（特異事象発生カセット）は、特異事象が起きた
ことにより現状収納枚数が未確定であると認識される。こうした認識が表示態様の相違に
より容易になされるので、特異事象未発生カセットについては、現状収納枚数が確定済み
であることから精査処理の選択の候補から除外して精査処理を実行しないようにした上で
、特異事象発生カセットを精査処理の実行対象として選択できる。この結果、精査処理を
行う種別カセットの数自体を少なくできるので、精査処理に要する時間をより短縮化でき
る。
【００１１】
　種別カセットにおける紙葉類の収納枚数の特定に支障を来す特異事象としては、個々の
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種別カセットにおけるカセット開閉アクセスの他、種別カセットからの枚様毎の紙葉類繰
り出し不良或いは当該カセットへの枚様毎の紙葉類収納不良、紙葉類の受入や払い出しに
伴う紙葉類搬送の際のいわゆる連れ出し等、種々の事象が想定できる。
【００１２】
　（２）上記形態の紙葉類処理装置において、前記現状収納枚数を前記収納状況に含んで
表示するようにでき、こうすれば、収納枚数についても確認できる。
【００１３】
　（３）上記のいずれかの形態の紙葉類処理装置において、前記種別カセットとは別に用
意され、前記特異事象を引き起こした紙葉類を前記搬送経路を経て収納可能とされた非種
別カセットと、前記特異事象を引き起こした紙葉類を前記搬送経路を経て前記非種別カセ
ットに振り分けて収納する振分部とを備え、前記カセット管理部は、前記特異事象を引き
起こした紙葉類が前記振分部により前記非種別カセットに収納された場合には、前記非種
別カセットへの収納枚数を前記種別情報取得部により計数もしくは推定して前記非種別カ
セットへの収納枚数を求め、該収納枚数を前記現状収納枚数から減算した収納枚数を前記
現状収納枚数として、前記種別カセットごとに管理し、前記表示部は、前記現状収納枚数
が未確定のカセットについての前記第２表示態様を、前記非種別カセットへの収納枚数が
前記種別情報取得部により計数された場合と前記収納枚数が推定された場合とで区別して
、前記収納状況を種別カセットごとに表示するようにできる。
【００１４】
　この形態の紙葉類処理装置では、特異事象が発生した場合、特異事象を引き起こした紙
葉類が前記振分部により前記非種別カセットに収納される。こうして収納された紙葉類は
、非種別カセットに留まり、紙葉類処理装置の装置外に持ち出されることはないので、特
異事象の発生後の特異事象発生カセットでの収納枚数と非種別カセットに収納された枚数
との和は、特異事象の発生前の特異事象発生カセットでの収納枚数と一致する。そして、
特異事象を引き起こした紙葉類が非種別カセットに収納されれば、現状収納枚数が未確定
のカセット（特異事象発生カセット）についての前記第２表示態様を、非種別カセットに
収納された枚数の計数と推定とで区別する。この場合、非種別カセットに収納された枚数
が計数されれば、当該収納枚数およびこれを減算して求めた特異事象発生カセットの現状
収納枚数は確定する。よって、この特異事象発生カセットを精査処理の選択の候補から除
外することができ、精査処理を行う種別カセットの数をより少なくして、精査処理に要す
る時間の更なる短縮化を図ることができる。また、非種別カセットへの収納枚数が推定さ
れたとしても、その推定の収納枚数と特異事象の発生後の特異事象発生カセットでの収納
枚数との和は、既述したように特異事象の発生前の特異事象発生カセットでの収納枚数と
一致する。よって、特異事象発生カセットを精査処理の選択の候補から除外することがで
き、精査処理を行う種別カセットの数をより少なくして、精査処理に要する時間の更なる
短縮化を図ることができる。
【００１５】
　（４）上記のいずれかの形態の紙葉類処理装置において、前記種別カセットから紙葉類
を繰り出し、該繰り出した紙葉類を前記搬送経路で搬送しつつ前記種別情報取得部にて枚
数計数と前記種別情報の取得とを行い、前記種別情報ごとの種別の紙葉類についての枚数
を紙葉類の繰り出し対象となった前記種別カセット毎に特定する精査処理を実行する精査
処理部と、前記第２表示態様で前記現状収納枚数を未確定として表示した前記種別カセッ
トについて、前記精査処理部への前記精査処理の実行を指示する精査処理指示部とを備え
るようにできる。
【００１６】
　この形態の紙葉類処理装置では、現状収納枚数が第２表示態様で未確定であるとして表
示された種別カセット（特異事象発生カセット）について、精査処理指示部からの精査処
理の実行指示により、精査処理を実行できる。そして、精査処理の実行対象のカセット数
は少ないことから、短時間の内に、精査処理を完了できる。
【００１７】
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　（５）上記の形態の紙葉類処理装置において、前記精査処理指示部は、前記特異事象を
引き起こした紙葉類が前記振分部により前記非種別カセットに収納された場合には、前記
精査処理部への前記精査処理の実行指示を、前記特異事象検知部が前記特異事象の発生を
検知した前記種別カセットについては抑制するようにできる。
【００１８】
　この形態の紙葉類処理装置では、精査処理を行う種別カセットの数をより少なくして、
精査処理に要する時間を更に短縮化できる。
【００１９】
　既述した形態の紙葉類処理装置における精査処理は、種別カセットに収納された全ての
紙葉類を繰り出す手法の他、既述した従来技術で採られたように、既知の収納枚数までの
紙葉類については、精査処理に際して繰り出さないようにする手法とできる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施例における取引処理装置としての自動取引装置（以下、「ＡＴＭ
」とも呼ぶ）１０の構成を概略的に示す説明図である。
【図２】ＡＴＭ１０の背面をその扉を開けた状態で概略的に示す背面側外観図である。
【図３】ＡＴＭ１０の構成を機能的に示す説明図である。
【図４】実施例における紙幣処理装置１００の構成を概略的に示す説明図である。
【図５】金種別カセット１４０における紙幣の枚様毎の収納と繰り出しの検知とカセット
内の紙幣へのアクセス検知の様子を模式的に示す説明図である。
【図６】紙幣装填や精査処理における係員操作部２５０の表示の様子を示す説明図である
。
【図７】係員による作業開始の際の係員操作部２５０の初期画面の様子を示す説明図であ
る。
【図８】紙幣装填処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】紙幣処理装置制御部１９０が管理するデータの様子を示す説明図である。
【図１０】図６に示す全てのカセットの収納枚数がゼロの初期状態からエラー等なしで紙
幣装填をした場合の係員操作部２５０の表示の様子を示す説明図である。
【図１１】紙幣繰り出し処理の流れを示すフローチャートである。
【図１２】既述したエラー等がないまま紙幣の繰り出し処理が開始される際の係員操作部
２５０におけるカセット状況表示２６０の様子とエラー等がないまま紙幣の繰り出し処理
が終了した際のカセット状況表示２６０の様子とを示す説明図である。
【図１３】紙幣繰り出しの過程で既述したエラー等が起きて紙幣の繰り出し処理が終了し
た際のカセット状況表示２６０の様子を説明図である。
【図１４】紙幣収納処理の流れを示すフローチャートである。
【図１５】既述したエラー等がないまま紙幣の収納処理が開始される際のカセット状況表
示２６０の様子とエラー等がないまま紙幣の収納処理が終了した際のカセット状況表示２
６０の様子とを示す説明図である。
【図１６】紙幣収納の過程で既述したエラー等が起きて紙幣収納処理が終了した際のカセ
ット状況表示２６０の様子を説明図である。
【図１７】カセットアクセスの有無の検知処理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】第２金種カセット１４０Ｂにカセットアクセスが検知された場合のカセット状
況表示２６０の様子を示す説明図である。
【図１９】精査処理の前半の流れを示すフローチャートである。
【図２０】精査処理の後半の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について、その実施例をその図面と共に以下の順序で説明す
る。
　Ａ－１．装置構成：
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　Ａ－２．紙幣装填処理：
　Ａ－３．紙幣繰り出し処理：
　Ａ－４．紙幣収納処理：
　Ａ－５．精査処理：
　Ａ－６．精査方法判定処理：
【００２２】
Ａ－１．装置構成：
　図１は本発明の一実施例における取引処理装置としての自動取引装置（以下、「ＡＴＭ
」とも呼ぶ）１０の構成を概略的に示す説明図、図２はＡＴＭ１０の背面をその扉を開け
た状態で概略的に示す背面側外観図、図３はＡＴＭ１０の構成を機能的に示す説明図であ
る。ＡＴＭ１０は、例えば金融機関や小売店、公共施設等に設置され、顧客の操作に従い
、金融機関等の提供する現金出納等のサービスを自動で提供する装置である。ＡＴＭ１０
は、現金自動預け払い機とも呼ばれる。
【００２３】
　図１～図３に示すように、ＡＴＭ１０は、顧客の取引カードや取引明細票を処理するカ
ード・明細票処理装置２１０と、通帳を処理する通帳処理装置２２０と、硬貨を取り扱う
硬貨処理装置２３０と、紙幣を取り扱う紙幣処理装置１００と、取引に必要な情報を表示
すると共に顧客の操作を受け付けるユーザーインターフェースとしての顧客操作部２４０
と、係員の操作のための係員操作部２５０と、ＡＴＭ１０の各部を制御する本体制御部３
００と、を備えている。係員操作部２５０は、後述の紙幣補充や精査処理の際に、係員に
作業に必要な情報を表示するすると共に係員の操作を受け付けるユーザーインターフェー
スとして構成されている。ＡＴＭ１０は、その背面側に背面扉１２を開閉自在に備え、当
該扉と装置筐体内に、上記の紙幣処理装置１００と、明細票処理装置２１０と、通帳処理
装置２２０と、硬貨処理装置２３０と、係員操作部２５０の他、後述の紙幣処理装置制御
部１９０を備える。
【００２４】
　紙幣処理装置１００の備える紙幣処理装置制御部１９０は、ＣＰＵとプログラムやデー
タ等を記憶するメモリとを有し、本体制御部３００による制御の下、紙幣の装填、入金（
収納）、出金（繰り出し）、精査といった処理を行なう。なお、紙幣処理装置制御部１９
０は、本体制御部３００の制御の下、本発明における情報取得や、カセット管理、精査対
象カセット選択、精査処理、これらに伴う紙幣搬送としての機能を果たす精査／搬送制御
部１９２と、特異事象の検知としての機能を果たす検知部１９４を備える。
【００２５】
　図４は実施例における紙幣処理装置１００の構成を概略的に示す説明図である。紙幣処
理装置１００は、紙幣Ｓの入口および出口としての入出金口１１０と、搬送路（Ｌ１～Ｌ
１０）を有し搬送路上において紙幣Ｓを搬送する搬送機構１７０と、図示しない撮像部を
有し搬送路上を搬送される紙幣Ｓの真偽・金種の識別、記番号の読み取り取得、計数とい
った処理を行う識別部１２０と、紙幣Ｓを一時的に保持する一時保留部１３０と、紙幣Ｓ
を金種別に収納する３つの金種別カセット１４０と、識別部１２０による識別ができなか
った紙幣Ｓ（リジェクト紙幣）を回収するリジェクトカセット１５０と、金種別カセット
１４０に補充する紙幣Ｓや金種別カセット１４０から回収した紙幣Ｓを収納する補充回収
カセット１６０と、カセットからの繰り出し時や搬送時にジャムを起こした紙幣（ジャム
紙幣）を収納するジャムカセット１８０とを備えている。上記のリジェクト紙幣は、識別
部１２０での紙幣の真偽により不適合な紙幣、カセットからの繰り出しの際に重なり合っ
た紙幣、折れ曲がったりして真偽が不明な紙幣などをいう。なお、図４では、紙幣処理装
置制御部１９０（図３参照）の図示は省略している。
【００２６】
　金種別カセット１４０は、紙幣Ｓを入出金可能な状態で搬送路と接続され、搬送路から
紙幣Ｓを受け入れて収納すると共に、紙幣Ｓを繰り出して搬送路上に送り出す。本実施例
では、三つの金種別カセット１４０を一群として、第１金種カセット１４０Ａ～第３金種
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カセット１４０Ｃで構成し、第１金種カセット１４０Ａは万円札専用のカセットとされ、
第２金種カセット１４０Ｂは五千円札専用のカセットとされ、第３金種カセット１４０Ｃ
は千円札専用のカセットである。以下、第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１
４０Ｃを総称する際には、金種別カセット１４０と称し、金種ごとのカセットについては
、第１金種カセット１４０Ａ、第２金種カセット１４０Ｂ、第３金種カセット１４０Ｃと
個別に称する。
【００２７】
　金種別カセット１４０は、搬送路との接続位置から見て奥側（カセット底部側）から手
前側（カセット天井側）に向けて順に紙幣Ｓを並べて収納し、手前側から奥側に向けて順
に紙幣Ｓを１枚ずつ繰り出す。従って、金種別カセット１４０からの紙幣Ｓの繰り出しは
、金種別カセット１４０への紙幣Ｓの収納順序と逆の順序で（金種別カセット１４０への
収納順がより後である紙幣Ｓほど先に繰り出されるように）実行される。
【００２８】
　図５は金種別カセット１４０における紙幣の枚様毎の収納と繰り出しの検知とカセット
内の紙幣へのアクセス検知の様子を模式的に示す説明図である。図示するように、金種別
カセット１４０は、第１センサー１４２と第２センサー１４４とを備え、第１センサー１
４２は、金種別カセット１４０への紙幣収納および金種別カセット１４０からの紙幣繰り
出しが、一枚ずつ行われたか否かを検知する。第２センサー１４４は、カセットの図示し
ない蓋が開けられて収納済み紙幣へのアクセスの有無を検知する。両センサーの検知信号
は紙幣処理装置制御部１９０に送られ、紙幣処理装置制御部１９０は、第１センサー１４
２の検知信号に基づいて、金種別カセット１４０への紙幣収納および金種別カセット１４
０からの紙幣繰り出しが、一枚ずつ行われたか否か判定する。そして、複数枚の収納や繰
り出し（いわゆる連れ出し）が起きれば、紙幣処理装置制御部１９０は、金種別カセット
１４０における紙幣Ｓの収納枚数の特定に支障を来すとして、複数枚の収納や繰り出しを
起こした金種別カセット１４０を後述の精査処理の対象カセットとして選択等する。また
、紙幣処理装置制御部１９０は、第２センサー１４４の検知信号に基づいて、金種別カセ
ット１４０に収納済み紙幣へのアクセスの有無を判定する。そして、カセットアクセスが
あれば、紙幣処理装置制御部１９０は、金種別カセット１４０における紙幣Ｓの収納枚数
の特定に支障を来すとして、カセットアクセスがあった金種別カセット１４０を後述の精
査処理の対象カセットとして選択等する。この他、紙幣処理装置制御部１９０（図３参照
）は、各金種別カセット１４０について、収納されている紙幣に関する所定の情報を後述
するように記憶・管理する。
【００２９】
　リジェクトカセット１５０は、紙幣Ｓの入金のみが可能な状態で搬送路と接続され、搬
送路からリジェクト紙幣を受け入れて収納する。補充回収カセット１６０は、セパレータ
１６２によって、補充する紙幣Ｓや回収した紙幣Ｓを収納する補充回収部１６３と、紙幣
装填処理（後述）の際に補充回収部１６３から繰り出された紙幣Ｓのうちで識別部１２０
により異常と識別された紙幣Ｓ（補充リジェクト紙幣）を収納する補充リジェクト部１６
４と、に分割されている。補充回収部１６３は、紙幣Ｓを入出金可能な状態で搬送路と接
続され、紙幣Ｓを１枚ずつ繰り出して搬送路上に送り出すと共に、搬送路から紙幣Ｓを受
け入れて収納する。補充リジェクト部１６４は、紙幣Ｓの入金のみが可能な状態で搬送路
と接続され、搬送路から補充リジェクト紙幣を受け入れて収納する。搬送機構１７０は、
例えばローラーやベルト、搬送経路を切り替えるゲート等を用いて構成され、上記の各カ
セットへの紙幣収納や各カセットからの紙幣繰り出しに関与する搬送路Ｌ１～Ｌ１０を形
成する。図４には、搬送機構１７０の各搬送路における紙幣Ｓの搬送方向を矢印で示して
いる。ジャムカセット１８０は、紙幣Ｓの入金のみが可能な状態で搬送路と接続され、搬
送路からジャム紙幣を受け入れて収納する。
【００３０】
　顧客操作部２４０（図２参照）は、タッチパネルを有し、タッチパネル上に必要な操作
内容を表示して顧客の操作を案内する。例えば、顧客操作部２４０は、預け入れ、引き出
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し、振り込み等の取引種別の入力や、暗証番号、金額の入力等を案内する画面を表示し、
顧客により入力された指示を本体制御部３００に伝える。
【００３１】
　係員操作部２５０（図２参照）は、銀行の係員等の作業者がＡＴＭ１０を運用、保守す
るための操作部であり、紙幣の装填や精査などの指示を行なうための入力部や、装置状態
、運用モード、装填や精査の処理結果、障害個所等を表示し、本発明における表示部とし
ての機能を発揮する。図６は紙幣装填や精査処理における係員操作部２５０の表示の様子
を示す説明図である。係員操作部２５０は、タッチパネル構成とされ、紙幣装填や精査処
理に際して、本体制御部３００の制御下において、図示するように、その表示画面に、カ
セット状況表示２６０と、全計数スイッチ表示２６２と、計数スイッチ表示２６４と、印
字スイッチ表示２６６とを含んで表示する。全計数スイッチ表示２６２は、金種別カセッ
ト１４０の全てのカセットについて後述の精査処理を行う際に、係員に押圧操作される。
計数スイッチ表示２６４は、紙幣処理装置制御部１９０にて後述するように精査処理対処
として選択された金種別カセット１４０について後述の精査処理を行う際に、係員に押圧
操作される。印字スイッチ表示２６６は、図６に示す表示を外部のプリンターや明細票処
理装置２１０にて印刷する際に、係員に押圧操作される。
【００３２】
　カセット状況表示２６０は、図４における各カセットの配置に倣った並びで、第１カセ
ット表示２８１～第６カセット表示２８６を含み、第１カセット表示２８１は、第１金種
カセット１４０Ａに対応する。同じく、第２カセット表示２８２は第２金種カセット１４
０Ｂに、第３カセット表示２８３は第３金種カセット１４０Ｃに、第４カセット表示２８
４はリジェクトカセット１５０に、第５カセット表示２８５は補充回収カセット１６０に
、第６カセット表示２８６はジャムカセット１８０に、それぞれ対応する。これら各カセ
ット表示には、その上部に、カセットの区別表記の文字記号とこれを取り囲む周囲模様を
含み、下部には、カセットにおける紙幣Ｓの収納枚数を数字表記する。収納枚数は、後述
の補填処理等の際に紙幣処理装置制御部１９０にて取得され、更新記憶されるので、その
記憶数値が表示される。カセット区別文字周囲の模様は、図６に示した周囲模様の表示態
様に示すように、カセット収納枚数が確定している態様（以下、確定態様）と、カセット
収納枚数が後述の要因により未確定ではあるものの推定可能な状況での態様（以下、推定
態様）と、カセット収納枚数が後述の要因により確定不可な態様（以下、未確定態様）の
いずれかとされ、その表示態様は、紙幣処理装置制御部１９０の記憶する後述のカセット
管理データにて定まる。
【００３３】
　この他、カセット状況表示２６０は、第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８
３を、紙幣装填の対象となる第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃまで
のカセット群として取り扱って表示し、このカセット群表示２７０Ｇには、その上部に、
カセット群の区別表記の文字記号とこれを取り囲む周囲模様を表示する。また、第１金種
カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃにリジェクトカセット１５０を加えたカセ
ット群としても、カセット群表示２８０Ｇとし、この表示には、その上部に、カセット群
の区別表記の文字記号とこれを取り囲む周囲模様を表示する。更に、補充回収カセット１
６０とジャムカセット１８０をも加えた装置全体としても表示し、この表示（装置表示２
９０Ｇ）には、その上部に、全てのカセットを含む装置の区別表記の文字記号とこれを取
り囲む周囲模様を表示する。これら群表示・装置表示における周囲模様にあっても、既述
したように確定態様と、推定態様と、未確定態様が使い分けられる。
【００３４】
　本体制御部３００（図２参照）は、ＣＰＵとプログラムやデータ等を記憶するメモリと
を有し、ＣＰＵが記憶されたプログラムを読み出して実行することにより、各種処理・取
引の制御を実現する。また、本体制御部３００は、図示しないインターフェースを介して
ホストコンピューター４００に接続され、ホストコンピューター４００との間で必要な情
報のやりとりを行なう。例えば、本体制御部３００は、係員操作部２５０の上記したカセ
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ット状況表示２６０のデータを、ホストコンピューター４００に送信する。よって、ホス
トコンピューター４００の管理部署、例えば銀行では、ＡＴＭ１０における各カセット毎
の紙幣収納状況を把握できる。
【００３５】
　Ａ－２．紙幣装填処理：
　次に、紙幣装填処理について説明する。図７は係員による作業開始の際の係員操作部２
５０の初期画面の様子を示す説明図である。係員操作部２５０は、図２の背面扉１２がオ
ープンされたことにより、本体制御部３００の制御を受けて図７の初期画面２５２を表示
し、当該画面に、紙幣装填スイッチ２５４と、精査処理実行スイッチ２５６と、その他の
メンテナンススイッチ２５８と、運用開始スイッチ２５９とを含ませる。紙幣装填スイッ
チ２５４が操作されると、本体制御部３００は、紙幣処理装置制御部１９０と協働して後
述の紙幣装填処理を実行する。精査処理実行スイッチ２５６は、予め定められたタイミン
グで精査処理を実行する際に操作され、本体制御部３００は、この操作を受けて後述の精
査処理を行う。メンテナンススイッチ２５８は、例えば、メカ的なメンテナンス等の際に
操作される。運用開始スイッチ２５９は、後述の紙幣補填処理の終了時等に係員に操作さ
れ、本体制御部３００は、この操作を受けて、後述するようにＡＴＭ１０の運用（紙幣繰
り出し、収納）を開始または再開する。
【００３６】
　図８は紙幣装填処理の流れを示すフローチャートである。紙幣装填処理は、補充回収カ
セット１６０に収納された補充用紙幣を、搬送路を介して金種別カセット１４０に搬送し
、金種別カセット１４０内に装填（収納）する処理である。紙幣装填処理は、本体制御部
３００（図３）の制御の下、紙幣処理装置制御部１９０（および紙幣処理装置制御部１９
０に制御される紙幣処理装置１００の各部）によって実行される。紙幣装填処理は、係員
操作部２５０を介した紙幣装填スイッチ２５４（図７参照）の押圧操作を受けて開始され
る。
【００３７】
　紙幣装填処理が開始されると、まず、第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１
４０Ｃのそれぞれの金種別カセット１４０の収納枚数が確定しているか否かを判定する（
ステップＳ１１０）。紙幣装填処理は、ＡＴＭ１０の稼働に伴って不足した紙幣を補填す
るタイミング、或いは、ＡＴＭ１０の稼働前の所定のタイミング、例えば、全ての金種別
カセット１４０の交換のタイミングや定期的に定めた紙幣補填タイミングで実行される。
こうした各タイミングにおいて、常に、金種別カセット１４０の収納枚数が確定していな
いことも想定されるため、紙幣装填処理の最初に、上記の判定を行う。この場合、紙幣装
填処理を、全ての金種別カセット１４０の交換タイミングのように、各カセットでの収納
枚数が確定した状況下で行う運用であれば、ステップＳ１１０の判定は省略できる。つま
り、カセット交換のタイミングであれば、図６に示すように、金種別カセット１４０を始
めとする全てのカセットの収納枚数はゼロに確定しているので、ステップＳ１１０の判定
は省略できる。
【００３８】
　ステップＳ１１０にて金種別カセット１４０の収納枚数が未確定である判定すると、後
述の精査処理に進み（ステップＳ１２０）、当該処理が終了するまで待機する。こうする
ことで、収納枚数が未確定のままで紙幣補填を行うような事態を回避できる。
【００３９】
　このステップＳ１１０の判定は、紙幣処理装置制御部１９０がカセット毎に管理する管
理データに基づいて下される。図９は紙幣処理装置制御部１９０が管理するデータの様子
を示す説明図である。図示するように、紙幣処理装置制御部１９０は、カセット毎に、収
納枚数（枚数）、その確定、カセットへのアクセスの有無、紙幣繰り出しや搬送等のエラ
ーの有無、エラーがあった場合の当該エラーに関与した紙幣枚数の計数或いは推定の状況
の各データを記憶する。図において、枚数データは、各カセットの収納枚数に該当し、後
述の紙幣繰り出し処理や出金処理、精査処理の過程でその都度、取得して記憶管理される
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。確定データは、カセットへのアクセス有無や、リジェクト、ジャム等の障害の有無に基
づいて、収納枚数が確定しているか否かを示すデータであり、アクセスデータは、カセッ
トへのアクセス有無を示し、エラーデータは、リジェクト、ジャム等の障害の有無を示す
。図９において、ＲＢ２の文字表記のカセット、即ち第２金種カセット１４０Ｂ（図４参
照）では、アクセスデータがアクセス有りとなっていることから、第２金種カセット１４
０Ｂにおける紙幣Ｓの収納枚数の特定に支障を来すので、確定データは不可（ＮＧ）とさ
れている。これらデータにあっても、後述の紙幣繰り出し処理や出金処理、精査処理、検
知処理の過程でその都度、取得して記憶管理される。
【００４０】
　また、図９において斜線で示されるデータ欄は、そのカセットについては、考慮する必
要がない、或いはデータ管理する必要がないことを意味する。例えば、ジャム紙幣を収納
するジャムカセット１８０は、ＡＴＭ１０に固定のカセットであり、蓋の開閉といったア
クセスを考慮する必要はない。また、ジャムカセット１８０は、そもそも搬送等に支障を
起こしたジャム紙幣を収納することから、その除去等の作業が必要なため、アクセスを考
慮する必要はない。
【００４１】
　計数或いは推定の状況データは、紙幣繰り出しや搬送等のエラーがあった場合に、当該
エラーに関与した紙幣の枚数が計数されたか（Ｋ）、推定されたものか（Ｓ）とされ、横
線は、現時点では、エラーがないためにこうしたデータが取得されていないことを意味す
る。これらデータにあっても、後述の紙幣繰り出し処理や出金処理、精査処理、検知処理
の過程でその都度、取得して記憶管理される。
【００４２】
　一方、図８のステップＳ１１０にて、上記の管理データから収納枚数が確定済みである
と判定すると、補充回収カセット１６０の補充回収部１６３から紙幣Ｓを１枚繰り出して
搬送機構１７０の搬送路にて搬送される（ステップＳ１３０）。繰り出された紙幣Ｓは、
搬送路Ｌ１０、Ｌ６、Ｌ２（図４参照）を介して識別部１２０に搬送される。この紙幣Ｓ
の繰り出しと搬送において、紙幣Ｓが一枚ずつの繰り出しがなされたか否かを第１センサ
ー１４２（図５参照）によって検知しつつ、紙幣Ｓの搬送の間のエラーであるジャムやリ
ジェクトの有無を搬送機構１７０の駆動状態から検知する。そして、この検知結果から紙
幣Ｓの繰り出し／搬送が枚様毎のものであるか否かを検知し（ステップＳ１３２）、エラ
ー有りと判定すれば、該当する紙幣Ｓをジャムカセット１８０或いはリジェクトカセット
１５０、もしくは補充回収カセット１６０の補充リジェクト部１６４に搬送して保管する
（ステップＳ１３４）。こうした搬送・保管は、紙幣処理装置制御部１９０の制御を受け
た搬送機構１７０の振分によりなされる。
【００４３】
　ステップＳ１３４では、ジャムカセット１８０或いはリジェクトカセット１５０、もし
くは補充リジェクト部１６４へ紙幣Ｓの搬送保管に際し、その紙幣Ｓの枚数の計数或いは
推定を行う。例えば、枚様毎のジャムであれば、紙幣搬送がやや遅くなるといった支障は
出るものの、ジャム紙幣の計数は可能であるので、こうした場合は、ジャムカセット１８
０に搬送保管する紙幣Ｓ（ジャム紙幣）の枚数を識別部１２０の通過の際に計数する。こ
の場合には、図９において、ジャムカセット１８０に対応したＪａｍのデータ欄には、計
数／推定データにおいて計数（Ｋ）のデータが蓄積される。リジェクト紙幣についても、
第１センサー１４２にて複数枚の連れ出しが検知されれば、その検知対象となった紙幣Ｓ
は、補充回収カセット１６０に搬送保管される。そして、この場合には、識別部１２０に
よる計数が不可であることから、識別部１２０の通過時間や、第１センサー１４２のセン
サー検知時間等から、その枚数を推定し、補充回収カセット１６０に対応したＡＢ４のデ
ータ欄には、計数／推定データにおいて推定（Ｓ）のデータが蓄積され、確定データには
不可（ＮＧ）のデータが蓄積される。こうして、紙幣処理装置制御部１９０は、図９に示
すカセット管理データを紙幣補填処理の間において更新記憶する。ステップＳ１３４に続
いては、先のステップＳ１３０に戻り、それ以降の枚様毎の繰り出し・搬送とその検知を
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行う。
【００４４】
　ステップＳ１３２で枚様毎の繰り出し・搬送がなされたと判定すると、搬送されつつあ
る紙幣Ｓから、識別部１２０によって少なくともその金種種別が取得される（ステップＳ
１４０）。この場合、識別部１２０による紙幣Ｓの記番号の読み取りを実行するようにす
れば、紙幣の真偽も判定できる。識別部１２０による金種の識別結果に従い、正常に識別
された紙幣Ｓは搬送路Ｌ３、Ｌ８を介して金種毎に金種別カセット１４０に収納される（
ステップＳ１５０）。正常に識別されなかった紙幣Ｓは補充リジェクト部１６４に搬送し
て収納され、その際の紙幣Ｓの枚数は、識別部１２０にて計数もしくは推定される（ステ
ップＳ１３４）。なお、識別部１２０より下流の搬送路での搬送においても、上記したジ
ャムの有無の検知と、その結果に伴う紙幣Ｓのジャムカセット１８０への搬送保管、並び
に計数等を行うようにすることもできる。
【００４５】
　紙幣Ｓが金種別カセット１４０に収納されると、紙幣処理装置制御部１９０が記憶・管
理する当該金種別カセット１４０の装填枚数が１だけ加算される（ステップＳ１６０）。
ステップＳ１３０～Ｓ１６０の処理は、補充回収カセット１６０に装填されたすべての紙
幣について繰り返し実行される（ステップＳ１７０）。
【００４６】
　すべての紙幣についてステップＳ１３０～Ｓ１６０の処理が完了すると（ステップＳ１
７０：Ｙｅｓ）、紙幣処理装置制御部１９０は、カセット毎にその収納枚数を更新記憶し
て、図９に示すカセットデータを管理する。以上で紙幣装填処理が完了する。紙幣装填処
理が完了すると、紙幣装填処理の結果が紙幣処理装置制御部１９０から本体制御部３００
に通知され、係員操作部２５０は、紙幣装填後の各カセットについての収納枚数データや
、その確定状況等を表示する。紙幣装填処理の完了後、係員が係員操作部２５０の運用開
始スイッチ２５９（図７参照）を操作すると、本体制御部３００は、この操作を受けて、
ＡＴＭ１０を稼働可能な状態、即ち、顧客による両替、引出、入金等の操作が可能な状態
とし、ＡＴＭ１０の運用が開始または再開される。
【００４７】
　ここで、係員操作部２５０における表示の例について説明する。図１０は図６に示す全
てのカセットの収納枚数がゼロの初期状態からエラー等なしで紙幣装填をした場合の係員
操作部２５０の表示の様子を示す説明図である。この図１０では、補充回収カセット１６
０からの紙幣装填により、万円札専用の第１金種カセット１４０Ａは、１５００枚の万円
札を収納し、五千円札専用の第２金種カセット１４０Ｂは、１２００枚の五千円札を収納
し、千円札専用の第３金種カセット１４０Ｃは、２５００枚の千円札を収納していること
を、上記各カセットに対応した第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３にて、
その収納枚数数値にて表示する。リジェクトカセット１５０や補充回収カセット１６０、
ジャムカセット１８０では、エラー等無く紙幣補充がなされたことから、これらカセット
には紙幣の収納はなく、この様子は、これらカセットに対応した第４カセット表示２８４
～第６カセット表示２８６にて、収納枚数がゼロとして表示されている。
【００４８】
　また、これらカセット表示における周囲模様、およびカセット群表示２７０Ｇや、カセ
ット群表示２８０Ｇ、装置表示２９０Ｇの周囲模様にあっても、カセットの収納枚数は確
定済みである表示態様で、表示されている。こうした枚数表示や、周囲模様の表示態様は
、図８での紙幣装填処理の際に更新記憶した図９のカセット管理データにて決定され、図
１０の表示態様では、図９のカセット管理データは、その確定データは全て良（ＯＫ）と
なり、アクセスデータやエラーデータについても全て良（無し）となる。計数／推定デー
タは、データ無しとなる。
【００４９】
Ａ－３．紙幣繰り出し処理：
　次に、紙幣繰り出し処理について説明する。紙幣繰り出し処理は、ＡＴＭ１０の運用開
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始後または再開後の稼働状況下において、紙幣処理装置１００の金種別カセット１４０に
収納済みの紙幣Ｓを繰り出し、入出金口１１０を介して出金する処理である。紙幣繰り出
し処理は、本体制御部３００（図３）の制御の下、紙幣処理装置制御部１９０（および紙
幣処理装置制御部１９０に制御される紙幣処理装置１００の各部）によって実行される。
顧客により顧客操作部２４０を介して現金引き出し取引の実行が指示されると、カード・
明細票処理装置２１０によるカードの受け付け、または、通帳処理装置２２０による通帳
の受け付けが行われる。その後、顧客により顧客操作部２４０を介して暗証番号や引き出
し金額が入力されると、本体制御部３００によりホストコンピューター４００への引き出
し取引の実行可否の照会が行われる。ホストコンピューター４００により取引可能との通
知がなされると、紙幣繰り出し指示が本体制御部３００から紙幣処理装置制御部１９０に
通知され、紙幣繰り出し処理が開始される。図１１は紙幣繰り出し処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
【００５０】
　紙幣繰り出し処理が開始されると、指定された引き出し金額に応じて繰り出すべき紙幣
の金種毎の枚数が設定され、当該設定に従い金種別カセット１４０から紙幣Ｓが１枚繰り
出され、この紙幣Ｓが搬送機構１７０の搬送路にて搬送される（ステップＳ２１０）。繰
り出された紙幣Ｓは、搬送路Ｌ９、Ｌ２（図４参照）を介して識別部１２０に搬送される
。この紙幣Ｓの繰り出しと搬送において、紙幣処理装置制御部１９０は、紙幣Ｓが一枚ず
つ繰り出されたか否かを第１センサー１４２（図５参照）によって検知しつつ、紙幣Ｓの
搬送の間のエラーであるジャムやリジェクトの有無を搬送機構１７０の駆動状態から検知
する。そして、この検知結果から紙幣Ｓの繰り出し／搬送が枚様毎のものであるか否かを
検知し（ステップＳ２１２）、エラー有りと判定すれば、該当する紙幣Ｓをジャムカセッ
ト１８０或いは補充回収カセット１６０に搬送して保管する（ステップＳ２１４）。
【００５１】
　ステップＳ２１４では、既述した紙幣補填処理におけるステップＳ１３４と同様、ジャ
ムカセット１８０或いは補充回収カセット１６０へ紙幣Ｓの搬送保管に際し、その紙幣Ｓ
の枚数の計数或いは推定を行い、図９に示すカセット管理データを更新記憶する。ステッ
プＳ２１４に続いては、先のステップＳ２１２に戻り、それ以降の枚様毎の繰り出し・搬
送とその検知を行う。
【００５２】
　ステップＳ２１２で枚様毎の繰り出し・搬送がなされたと判定すると、搬送されつつあ
る紙幣Ｓから、識別部１２０によって少なくともその金種種別が取得される（ステップＳ
２２０）。この場合、識別部１２０による紙幣Ｓの記番号の読み取りを実行するようにす
れば、紙幣の真偽も判定できる。識別部１２０より下流の搬送路での搬送においても、上
記したジャムの有無の検知（枚様毎の搬送検知）を行い（ステップＳ２２２）、その結果
に伴う紙幣Ｓのジャムカセット１８０への搬送保管、並びに計数等を行う（ステップＳ２
１４）。
【００５３】
　識別部１２０による識別結果に従い、正常に識別された紙幣Ｓは搬送路Ｌ３、Ｌ６、Ｌ
７を介して入出金口１１０に搬送され、正常に識別されなかった紙幣Ｓは搬送路Ｌ３、Ｌ
８を介してリジェクトカセット１５０に搬送して収納され、その際の紙幣Ｓの枚数は、識
別部１２０にて計数もしくは推定される（ステップＳ２１４）。
【００５４】
　紙幣Ｓが入出金口１１０に搬送されると、直前のステップＳ２１０において紙幣Ｓの繰
り出しが行われた金種別カセット１４０に関し、紙幣処理装置制御部１９０が記憶・管理
する当該金種別カセット１４０の装填枚数が１だけ減算される（ステップＳ２５０）。次
に、この金種別カセット１４０に関し、紙幣処理装置制御部１９０は、カセット毎にその
収納枚数を更新記憶して、図９に示すカセットデータを管理する（ステップＳ２６０）。
その後、繰り出すべき紙幣Ｓの繰り出しがすべて完了したか否かが判定され（ステップＳ
２７０）、未だ完了していないと判定された場合には（ステップＳ２７０：Ｎｏ）、処理
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はステップＳ２１０に戻る。
【００５５】
　紙幣の繰り出し完了判定（ステップＳ２８０）において、引き出し金額に応じて設定さ
れた繰り出すべき紙幣の繰り出しが完了したと判定されると（ステップＳ２８０：Ｙｅｓ
）、紙幣繰り出し処理が完了する。なお、紙幣繰り出し処理が完了すると、出金結果が紙
幣処理装置制御部１９０から本体制御部３００に通知される。顧客により指示された引き
出し金額分の紙幣Ｓが入出金口１１０に正常に放出されると、引き出し取引が完了する。
【００５６】
　ここで、上記の紙幣繰り出し処理の間における係員操作部２５０の表示の様子について
説明する。紙幣処理装置制御部１９０は、図９に示すカセット管理データをＡＴＭ１０の
稼働の間にも更新記憶して管理しているので、係員操作部２５０は、当該データに基づい
て、図１０に示したカセット毎の収納枚数等が反映したカセット状況表示２６０を、常時
、表示可能である。そして、係員操作部２５０で表示したＡＴＭ１０の稼働中における各
カセットの紙幣収納の状況（例えば、図１０）をホストコンピューター４００にその都度
送信できる。図１２は既述したエラー等がないまま紙幣の繰り出し処理が開始される際の
係員操作部２５０におけるカセット状況表示２６０の様子とエラー等がないまま紙幣の繰
り出し処理が終了した際のカセット状況表示２６０の様子とを示す説明図、図１３は紙幣
繰り出しの過程で既述したエラー等が起きて紙幣の繰り出し処理が終了した際のカセット
状況表示２６０の様子を説明図である。図１２では、紙幣の繰り出し処理開始前において
、万円札専用の第１金種カセット１４０Ａは、１５００枚の万円札を収納し、五千円札専
用の第２金種カセット１４０Ｂは、１２００枚の五千円札を収納し、千円札専用の第３金
種カセット１４０Ｃは、２５００枚の千円札を収納していることを、上記各カセットに対
応した第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３での収納枚数数値にて表示する
。リジェクトカセット１５０や補充回収カセット１６０、ジャムカセット１８０では、こ
れらカセットは紙幣を収納していない様子が、これらカセットに対応した第４カセット表
示２８４～第６カセット表示２８６にて、収納枚数がゼロとして表示されている。
【００５７】
　また、これらカセット表示における周囲模様、およびカセット群表示２７０Ｇや、カセ
ット群表示２８０Ｇ、装置表示２９０Ｇの周囲模様にあっても、カセットの収納枚数は確
定済みである表示態様（図６に示した確定態様）で、表示されている。こうした枚数表示
や、周囲模様の表示態様は、紙幣の繰り出し処理開始前の図９のカセット管理データにて
決定され、図１２（Ａ）の表示態様では、図９のカセット管理データは、その確定データ
は全て良（ＯＫ）となり、アクセスデータやエラーデータについても全て良（無し）とな
る。計数／推定データは、データ無しとなる。
【００５８】
　図１２（Ｂ）は、エラー等がないまま紙幣の繰り出し処理、例えば２０枚の千円札の繰
り出しが終了した際の係員操作部２５０の表示である。よって、第３金種カセット１４０
Ｃ（図４参照）に対応した第３カセット表示２８３は、図１１のステップＳ２１０～２６
０の繰り返しにより、開始前の収納枚数である２５００から２０を減算した数値の２４８
０を現状収納枚数として表示する。その他の金種別カセット１４０に対応した第１カセッ
ト表示２８１等では、繰り出しがないので、繰り出し前のままの枚数が数値表示されてい
る。しかも、エラー等がないまま紙幣の繰り出し処理が終了しているので、各カセット表
示における周囲模様、およびカセット群表示２７０Ｇや、カセット群表示２８０Ｇ、装置
表示２９０Ｇの周囲模様にあっても、カセットの収納枚数は確定済みである表示態様（図
６に示した確定態様）で、表示されている。
【００５９】
　その一方、図１３では、入出金口１１０への千円札の繰り出し枚数は２０枚であるもの
の、結果的に２０枚の千円札を入出金口１１０に繰り出す間に、紙幣繰り出し時や搬送中
のジャムや連れ出しといったエラーが起きた際の表示態様を示している。こうしたエラー
を起こした紙幣Ｓは、そのエラー種別に応じてリジェクトカセット１５０或いはジャムカ
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セット１８０に振り分けて搬送・保管される（図１１：ステップＳ２１４）。ところで、
上記した連れ出し等のエラーは、金種別カセット１４０、この場合は第３金種カセット１
４０Ｃにおける紙幣Ｓの収納枚数の特定に支障を来し得るので、図１３では、この様子を
次のように表示している。
【００６０】
　図１２や図１３に示す係員操作部２５０におけるカセット状況表示２６０の表示態様は
、図９に示すカセット管理データで定まり、このカセット管理データでは、エラーを起こ
した紙幣Ｓの図１１のステップＳ２１４による枚数の計数或いは推定により、第３金種カ
セット１４０Ｃに対応したＲＢ３のデータ欄において、エラーデータは（有）となる。計
数／推定データは、計数と推定に応じて更新され、既述したように枚様毎のジャムであれ
ばジャム紙幣の枚数は識別部１２０の通過の際に計数されて、計数（Ｋ）のデータが蓄積
され、確定データは良（ＯＫ）のデータが蓄積される。そして、この場合には、リジェク
トカセット１５０或いはジャムカセット１８０に振り分け搬送・保管された枚数が上記し
たように計数されて確定する。次いで、エラーを起こした紙幣Ｓの計数済みの収納枚数は
、その搬送先のリジェクトカセット１５０或いはジャムカセット１８０に対応したデータ
欄に、枚数データとして更新記憶される。また、第３金種カセット１４０Ｃに対応したＲ
Ｂ３のデータ欄における枚数データは、エラーを起こした紙幣Ｓの上記計数済みの収納枚
数（例えば、１０）を、２０枚の繰り出しの結果である第３金種カセット１４０Ｃの収納
枚数（２４８０）から減算した収納枚数（２４７０）となり、これらデータは、更新記憶
される。図９では、リジェクトカセット１５０に対応したＡＢ４のデータ欄において、上
記のようにエラー有りでありながら、枚数計数（Ｋ）により、確定データが良（ＯＫ）で
ある様子が示されている。この場合、２０枚の繰り出しの結果である第３金種カセット１
４０Ｃの上記収納枚数（２４８０）は、エラーが起きなかった場合に確定する収納枚数で
ある。
【００６１】
　複数枚の連れ出しのようにエラーを起こした紙幣Ｓの計数が不可であれば、紙幣処理装
置制御部１９０は、連れ出し紙幣の識別部１２０の通過時間、第１センサー１４２のセン
サー検知時間等から、エラーを起こした紙幣Ｓの枚数を推定する。そして、図９のカセッ
ト管理データでは、計数／推定データにおいて推定（Ｓ）のデータが蓄積され、確定デー
タは不可（ＮＧ）のデータが蓄積され、これらデータは既述したように更新記憶される。
図１３の表示態様は、第３金種カセット１４０Ｃに関し、計数／推定データにおいて推定
（Ｓ）のデータが蓄積され、確定データは不可（ＮＧ）のデータが蓄積された場合の表示
態様に該当し、次のように定まる。
【００６２】
　まず、紙幣処理装置制御部１９０は、リジェクトカセット１５０に振り分け搬送・保管
されたと推定される推定収納枚数（例えば、５）を上記したように推定する。この推定収
納枚数（５）は、エラーを起こした紙幣Ｓの搬送先であるリジェクトカセット１５０に対
応したＡＢ４のデータ欄に、枚数データとして更新記憶され、リジェクトカセット１５０
に対応した第４カセット表示２８４に、図１３に示すように、数値表示される。この際、
リジェクトカセット１５０に対応した第４カセット表示２８４の周囲模様は、枚数データ
が推定値であるため、図６で示した推定態様となる。また、第３金種カセット１４０Ｃに
対応した第３カセット表示２８３における枚数表示は、図１３に示すように、エラーを起
こした紙幣Ｓの上記の推定収納枚数（５）を、２０枚の繰り出しの結果である第３金種カ
セット１４０Ｃの収納枚数（２４８０）から減算した収納枚数（２４７５）となる。この
場合、第３金種カセット１４０Ｃに対応した第３カセット表示２８３が表示した上記の減
算収納枚数は、エラーを起こした紙幣Ｓの推定収納枚数（５）から求めたものであること
から、推定値となる。よって、第３金種カセット１４０Ｃに対応した第３カセット表示２
８３の周囲模様は、図６で示した推定態様となる。
【００６３】
　また、カセット群表示２７０Ｇは、枚数が推定の第３カセット表示２８３を含むことか



(16) JP 5844885 B2 2016.1.20

10

20

30

40

50

ら、第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３までの枚数にあっても推定枚数を
含むので、カセット群表示２７０Ｇの周囲模様は、図６で示した推定態様となる。この場
合、カセット群表示２７０Ｇと第４カセット表示２８４を含むカセット群表示２８０Ｇは
、枚数が推定の第３カセット表示２８３と第４カセット表示２８４とを含むものの、この
両カセット表示の枚数の和は、２０枚の繰り出しの結果である第３金種カセット１４０Ｃ
の収納枚数（２４８０）と一致し、確定する。また、リジェクトカセット１５０に収納し
た紙幣Ｓは、金種別カセット１４０への搬送によって、ＡＴＭ１０の運用に供することが
できる。よって、カセット群表示２８０Ｇの周囲模様は、図６で示した確定態様となる。
装置表示２９０Ｇも同様である。なお、エラーによりリジェクトカセット１５０に収納し
た紙幣Ｓの枚数が計上可能であれば、第３金種カセット１４０Ｃからの繰り出し枚数およ
び収納済み枚数は確定するので、図１３のカセット状況表示２６０は、第３カセット表示
２８３および第４カセット表示２８４の他、カセット群表示２７０Ｇにあっては、その周
囲模様は図６の確定態様となる。
【００６４】
Ａ－４．紙幣収納処理：
　次に、紙幣収納処理について説明する。紙幣収納処理は、ＡＴＭ１０の稼働開始後に、
入出金口１１０を介して入金された紙幣Ｓを金種別カセット１４０に収納する処理である
。紙幣収納処理は、本体制御部３００（図２）の制御の下、紙幣処理装置制御部１９０（
および紙幣処理装置制御部１９０に制御される紙幣処理装置１００の各部）によって実行
される。顧客により顧客操作部２４０を介して現金預け入れ取引の実行が指示されると、
入金処理および紙幣収納処理が実行される。入金処理では、顧客により入出金口１１０に
投入された紙幣Ｓが入出金口１１０から繰り出され、搬送路Ｌ２を介して識別部１２０に
搬送され、識別部１２０により識別される。識別部１２０により正常に識別された紙幣Ｓ
は、搬送路Ｌ３、Ｌ４を介して一時保留部１３０に搬送・収納され、正常に識別されなか
った紙幣Ｓは、搬送路Ｌ３、Ｌ６、Ｌ７を介して入出金口１１０に返却される。入金処理
が完了すると、その結果が紙幣処理装置制御部１９０から本体制御部３００に通知され、
顧客操作部２４０に表示される。顧客により顧客操作部２４０に表示された入金金額が確
認されると、本体制御部３００から紙幣処理装置制御部１９０に収納指示が送られ、紙幣
収納処理が開始される。図１４は紙幣収納処理の流れを示すフローチャートである。
【００６５】
　紙幣収納処理が開始されると、一時保留部１３０（図４参照）に収納されている紙幣Ｓ
が１枚繰り出され（ステップＳ３１０）、繰り出された紙幣Ｓが搬送路Ｌ５、Ｌ６、Ｌ２
を介して識別部１２０に搬送され、搬送されつつある紙幣Ｓから、識別部１２０によって
紙幣Ｓの識別および記番号の読み取りが行われる（ステップＳ３２０）。その後、識別部
１２０による識別結果に従い、紙幣Ｓが搬送路Ｌ３、Ｌ８を介して該当する金種の金種別
カセット１４０に搬送・収納される（ステップＳ３３０）。なお、識別部１２０にて正常
に識別されなかった紙幣Ｓは、搬送路Ｌ３、Ｌ６、Ｌ７を介して入出金口１１０に返却さ
れる。
【００６６】
　この紙幣Ｓの繰り出しと搬送・収納において、紙幣処理装置制御部１９０は、紙幣Ｓが
一枚ずつ金種別カセット１４０に収納されたか否かを第１センサー１４２（図５参照）に
よって検知しつつ、紙幣Ｓの搬送の間のエラーであるジャムやリジェクトの有無を搬送機
構１７０の駆動状態から検知する。そして、この検知結果から紙幣Ｓの収納／搬送が枚様
毎のものであるか否かを検知し（ステップＳ３３２）、エラー有りと判定すれば、該当す
る紙幣Ｓをジャムカセット１８０或いは補充回収カセット１６０に搬送して保管する（ス
テップＳ３３４）。
【００６７】
　ステップＳ３３４では、既述した紙幣補填処理におけるステップＳ１３４や紙幣繰り出
し処理におけるステップＳ２１４と同様、金種に応じた金種別カセット１４０への紙幣Ｓ
の搬送保管に際し、その紙幣Ｓの枚数の計数或いは推定を行い、図９に示すカセット管理
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データを更新記憶する。ステップＳ３３４に続いては、先のステップＳ３１０に戻り、そ
れ以降の枚様毎の繰り出しと収納／搬送、および上記の検知を行う。
【００６８】
　ステップＳ３３２で枚様毎の繰り出しと収納／搬送がなされたと判定すると、直前のス
テップＳ３３０において紙幣Ｓの収納先となった金種別カセット１４０に関し、紙幣処理
装置制御部１９０が記憶・管理する当該金種別カセット１４０の収納枚数が１だけ加算さ
れる（ステップＳ３４０）。次に、この金種別カセット１４０に関し、紙幣処理装置制御
部１９０は、カセット毎にその収納枚数を更新記憶して、図９に示すカセットデータを管
理する（ステップＳ３５０）。
【００６９】
　その後、一時保留部１３０に収納されたすべての紙幣Ｓについて収納処理が完了したか
否かが判定され（ステップＳ３６０）、未だ完了していないと判定された場合には（ステ
ップＳ３６０：Ｎｏ）、ステップＳ３１０からＳ３５０までの処理が再度実行される。す
べての紙幣Ｓについて収納処理が完了したと判定された場合には（ステップＳ３６０：Ｙ
ｅｓ）、紙幣収納処理が完了する。紙幣収納処理が完了すると、収納結果が紙幣処理装置
制御部１９０から本体制御部３００に通知され、現金預け入れ取引が完了する。
【００７０】
　上記の紙幣収納処理の間においても、ステップＳ３３４を行うことで、紙幣処理装置制
御部１９０は、図９に示したカセット管理データを随時更新管理する。よって、図１２や
図１３に示したカセット状況表示２６０が可能となる。以下、紙幣収納処理の間における
係員操作部２５０のカセット状況表示２６０について説明する。図１５は既述したエラー
等がないまま紙幣の収納処理が開始される際のカセット状況表示２６０の様子とエラー等
がないまま紙幣の収納処理が終了した際のカセット状況表示２６０の様子とを示す説明図
、図１６は紙幣収納の過程で既述したエラー等が起きて紙幣収納処理が終了した際のカセ
ット状況表示２６０の様子を説明図である。図１５では、既述した図１２のカセット状況
表示２６０と同様、各金種の金種別カセット１４０や、リジェクトカセット１５０等の紙
幣収納済み枚数を、対応する第１カセット表示２８１等にて数値表示する。カセット表示
における周囲模様についても、カセットの収納枚数は確定済みである確定態様（図６参照
）で表示されている。こうした枚数表示や、周囲模様の表示態様は、紙幣収納処理開始前
の図９のカセット管理データにて決定され、図１５（Ａ）の表示態様では、図９のカセッ
ト管理データは、その確定データは全て良（ＯＫ）となり、アクセスデータやエラーデー
タについても全て良（無し）となる。計数／推定データは、データ無しとなる。
【００７１】
　図１５（Ｂ）は、エラー等がないまま紙幣収納処理、例えば１０枚の五千円札の収納が
終了した際の係員操作部２５０の表示である。よって、第２金種カセット１４０Ｂ（図４
参照）に対応した第２カセット表示２８２は、図１４のステップＳ３１０～３５０の繰り
返しにより、開始前の収納枚数である１２００に１０を加算した数値の１２１０を現状収
納枚数として表示する。その他の金種別カセット１４０に対応した第１カセット表示２８
１等では、紙幣収納がないので、収納前のままの枚数が数値表示されている。しかも、エ
ラー等がないまま紙幣収納処理が終了しているので、各カセット表示における周囲模様、
およびカセット群表示２７０Ｇや、カセット群表示２８０Ｇ、装置表示２９０Ｇの周囲模
様にあっても、カセットの収納枚数は確定済みである表示態様（図６に示した確定態様）
で、表示されている。
【００７２】
　その一方、図１６では、五千円札の収納枚数は１０枚であるものの、結果的に１０枚の
五千円札を収納する間に、搬送中やカセット収納時のジャムといったエラーが起きた際の
表示態様を示している。こうしたエラーを起こした紙幣Ｓは、そのエラー種別に応じてリ
ジェクトカセット１５０或いはジャムカセット１８０に振り分けて搬送・保管される（図
１４：ステップＳ３３４）。ところで、上記のエラーは、金種別カセット１４０、この場
合は第２金種カセット１４０Ｂにおける紙幣Ｓの収納枚数の特定に支障を来し得るので、
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図１６は、既述した図１３と同様に、この様子を次のように表示している。
【００７３】
　図１５や図１６に示す係員操作部２５０におけるカセット状況表示２６０の表示態様は
、図９に示すカセット管理データで定まり、このカセット管理データは、エラーを起こし
た紙幣Ｓの図１４のステップＳ３３４による枚数の計数或いは推定を経て、既述したよう
に更新管理される。図１６（Ｃ）は、ジャムカセット１８０への収納枚数を推定した状態
におけるカセット状況表示２６０であり、図示するように、ジャムカセット１８０に対応
した第６カセット表示２８６の周囲模様は、図６で示した推定態様となる。この第６カセ
ット表示２８６の表示数値は、推定収納枚数（例えば、２）となる。また、第２金種カセ
ット１４０Ｂに対応した第２カセット表示２８２における枚数表示は、エラーを起こした
紙幣Ｓの上記の推定収納枚数（２）を、１０枚の収納結果である第２金種カセット１４０
Ｂの収納枚数（１２１０）から減算した収納枚数（１２０８）となる。この場合、第２金
種カセット１４０Ｂに対応した第２カセット表示２８２が表示した上記の減算収納枚数は
、エラーを起こした紙幣Ｓの推定収納枚数（２）から求めたものであることから、推定値
となる。よって、第２金種カセット１４０Ｂに対応した第２カセット表示２８２の周囲模
様は、図６で示した推定態様となる。なお、１０枚の収納した際の結果である第２金種カ
セット１４０Ｂの上記収納枚数（１２１０）は、エラーが起きなかった場合に確定する収
納枚数である。
【００７４】
　また、カセット群表示２７０Ｇは、枚数が推定の第２カセット表示２８２を含むことか
ら、第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３までの枚数にあっても推定枚数を
含むので、カセット群表示２７０Ｇの周囲模様は、図６で示した推定態様となる。この場
合、カセット群表示２７０Ｇと第３カセット表示２８３を含むカセット群表示２８０Ｇは
、枚数が推定の第３カセット表示２８３を含むことから、周囲模様は、図６で示した推定
態様となる。そして、カセット群表示２８０Ｇと第６カセット表示２８６を含む装置表示
２９０Ｇは、ＡＴＭ１０の運用（紙幣繰り出しや収納）に用いられない紙幣Ｓを収納する
ジャムカセット１８０に対応した第６カセット表示２８６を含むことから、その周囲模様
は、図６で示した推定態様となる。なお、エラーによりジャムカセット１８０に収納した
紙幣Ｓの枚数が計上可能であれば、金種別カセット１４０への収納枚数は確定するので、
図１６のカセット状況表示２６０は、第２カセット表示２８２および第６カセット表示２
８６の他、カセット群表示２７０Ｇや、カセット群表示２８０Ｇ、装置表示２９０Ｇにあ
っても、その周囲模様は図６の確定態様となる。
【００７５】
Ａ－５．精査処理：
　次に、精査処理について説明する。精査処理は、所定のタイミング、例えば、所定の稼
働期間経過後や、金種別カセット１４０への紙幣補填等のタイミングに、装置内の紙幣の
残高を把握するために、金種別カセット１４０に収納されている紙幣Ｓを計数して枚数を
特定する処理である。精査処理は、本体制御部３００（図３）の制御の下、紙幣処理装置
制御部１９０（および紙幣処理装置制御部１９０に制御される紙幣処理装置１００の各部
）によって実行される。精査処理は、係員により空の補充回収カセット１６０が紙幣処理
装置１００にセットされ、係員操作部２５０を介した精査処理実行スイッチ２５６（図７
参照）の押圧操作を受けて開始される。精査処理は上記のように係員操作を経て実行され
、本実施例では、金種別カセット１４０における紙幣Ｓの収納枚数の特定に支障を来すカ
セットアクセスの有無に応じて、精査処理の対象カセットを後述するように選択する。つ
まり、カセットアクセス有無の検知処理は、精査処理と密接に関係することから、先に検
知処理について説明する。
【００７６】
　図１７はカセットアクセスの有無の検知処理の流れを示すフローチャートである。この
検知処理は、金種別カセット１４０等へのアクセスが有り得る状況下、例えば、図に示す
背面扉１２が開けられてから閉められるまでの間において、紙幣処理装置制御部１９０に
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て繰り返し実行される。この検知処理では、紙幣処理装置制御部１９０は、まず、金種別
カセット１４０の第２センサー１４４（図５参照）によって、個々の金種別カセット１４
０へのカセットアクセスの有無を検知し（ステップＳ４１０）、アクセス無しと判定すれ
ば、処理を終了する。その一方、カセットアクセスが有ったと判定すると、紙幣処理装置
制御部１９０は、アクセス有りと検知した第２センサー１４４を有する金種別カセット１
４０、即ちカセットアクセスがあった金種別カセット１４０を特定する（ステップＳ４２
０）。そして、この特定した金種別カセット１４０について、図９に示したカセット管理
データを更新記憶して（ステップＳ４３０）、処理を終了する。図９では、第２金種カセ
ット１４０Ｂに対応するＲＢ２のデータ欄に、その確定データがＮＧとされた状態が示さ
れており、これは、上記のステップＳ４２０にて、第２金種カセット１４０Ｂに対してカ
セットアクセスがあり、その結果が更新記憶されていることになる。図１８は第２金種カ
セット１４０Ｂにカセットアクセスが検知された場合のカセット状況表示２６０の様子を
示す説明図である。
【００７７】
　図示するように、カセットアクセス検知の第２金種カセット１４０Ｂに対応する第２カ
セット表示２８２では、その周囲模様は、図９の確定データＮＧに対応して、図６の未確
定態様となり、それ以外のカセットに対応したカセット表示の周囲模様は、図６の確定態
様となる。そして、未確定態様の第２カセット表示２８２を含むカセット群表示２７０Ｇ
、およびこれをふくむカセット群表示２８０Ｇ、装置表示２９０Ｇにあっても、全て、そ
の周囲模様は図６の未確定態様となる。なお、各カセットに対応したカセット表示では、
その時点での収納枚数が数値表示されるが、第２カセット表示２８２では、紙幣Ｓの収納
枚数の特定に支障を来すカセットアクセス検知に伴い未確定な収納枚数となる。
【００７８】
　上記した検知処理の処理結果を参照しつつ、精査処理は次のようになされる。図１９は
精査処理の前半の流れを示すフローチャート、図２０は精査処理の後半の流れを示すフロ
ーチャートである。
【００７９】
　係員による精査処理実行スイッチ２５６（図７）の操作を経て精査処理が開始されると
、紙幣処理装置制御部１９０は、図９に示したカセット管理データを読み込む（ステップ
Ｓ５１０）。ついで、その読み込んだカセット管理データに基づいたカセット状況表示２
６０の表示と精査対象のカセットの提示とを行う（ステップＳ５２０）。こうして表示さ
れるカセット状況表示２６０は、既述した図１０、図１２～１３、図１５～１６、図１８
のいずれかの表示態様を採ることになる。
【００８０】
　個々の金種別カセット１４０で収納枚数が確定済みであれば、カセット状況表示２６０
は、図１０と、図１２、図１５のように、第１カセット表示２８１等の各カセット表示の
周囲模様を確定態様で表示する。いずれかの金種別カセット１４０で収納枚数が推定枚数
であれば、カセット状況表示２６０は、図１３と、図１６のように、収納枚数が推定枚数
のカセット表示（例えば、第２カセット表示２８２）についてのみ、その周囲模様を推定
態様で表示する。いずれかの金種別カセット１４０でカセットアクセス検知があれば、カ
セット状況表示２６０は、図１８のように、カセットアクセス検知のカセット表示（例え
ば、第２カセット表示２８２）についてのみ、その周囲模様を未確定態様で表示する。つ
まり、カセット状況表示２６０は、既述したジャムやリジェクトといったエラーやカセッ
トアクセスが起きていないことにより収納枚数が確定済みの金種別カセット１４０と、既
述したエラーが起きても当該エラーをもたらした紙幣Ｓの枚数が計上されて確定した金種
別カセット１４０と、既述したエラーにより収納枚数が推定された金種別カセット１４０
と、カセットアクセス検知の金種別カセット１４０とで、それぞれのカセットに対応した
第１カセット表示２８１等の周囲模様の表示態様を使い分けて、収納枚数をカセットごと
に表示する。
【００８１】
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　そして、既述したジャムやリジェクトといったエラーやカセットアクセスが起きていな
いことにより収納枚数が確定済み、或いは、既述したエラーが起きても当該エラーをもた
らした紙幣Ｓの枚数が計上されて確定済みの場合は（図１０、図１２、図１５参照）、紙
幣処理装置制御部１９０は、第１カセット表示２８１等の周囲模様を確定態様で表示する
ことで、精査対象カセットを提示しない。また、既述したエラーにより収納枚数が推定さ
れていても、こうした推定をもたらした紙幣Ｓが収容されたカセットの収容枚数との和が
エラー前の金種別カセット１４０の収容枚数と同じであれば（図１３、図１６参照）、紙
幣処理装置制御部１９０は、第１カセット表示２８１等の周囲模様を推定態様で表示する
ことで、精査対象カセットを提示しない。その一方、カセットアクセス検知の金種別カセ
ット１４０については（図１８参照）、紙幣処理装置制御部１９０は、第１カセット表示
２８１等の周囲模様を未確定態様で表示することで、当該金種別カセット１４０を精査対
象カセットとして提示する。この場合、周囲模様をフラッシュ点滅等して、提示するよう
にすることもできる。
【００８２】
　紙幣処理装置制御部１９０は、上記のカセット状況表示２６０の表示の後、係員による
計数精査の開始を待機する（ステップＳ５２５）。係員は、上記のカセット状況表示２６
０で示される精査対象カセットの提示状況を見て、図７の係員操作部２５０における全計
数スイッチ表示２６２或いは計数スイッチ表示２６４、もしくは印字スイッチ表示２６６
を操作する。紙幣処理装置制御部１９０は、このスイッチ操作に応じて、精査処理を開始
する。
【００８３】
　ステップＳ５２０において、上記の確定態様或いは推定態様で第１カセット表示２８１
等の周囲模様が示されていれば、係員は、精査処理が必要な金種別カセット１４０は無い
として、印字スイッチ表示２６６を操作する。そうすると、紙幣処理装置制御部１９０は
、係員操作部２５０に表示していたカセット状況表示２６０を、外部のプリンターや明細
票処理装置２１０にて印刷して（ステップＳ５２７）、精査処理を終了する。この場合、
ホストコンピューター４００にカセット状況表示２６０を送信することもできる。
【００８４】
　ステップＳ５２０において、上記の未確定態様で第１カセット表示２８１等の周囲模様
が示されていれば、係員は、この未確定態様での表示に対応した金種別カセット１４０で
は、精査処理が必要であるとして、計数スイッチ表示２６４を操作する。そうすると、紙
幣処理装置制御部１９０は、未確定態様での表示に対応した金種別カセット１４０が精査
対象に選択されたとして、この金種別カセット１４０、具体定期には図１８に示す第２カ
セット表示２８２に対応した第２金種カセット１４０Ｂから紙幣Ｓを１枚ずつ繰り出して
搬送し（ステップＳ５３０）、識別部１２０によって当該紙幣Ｓの金種の識別と記番号を
読み取って取得する（ステップＳ５４０）。識別部１２０により正常に識別された場合に
は、紙幣Ｓが補充回収カセット１６０に回収収納され（ステップＳ５５０）、紙幣処理装
置制御部１９０は、該当金種の精査枚数を１ずつインクリメントして記憶する。なお、識
別部１２０により正常に識別されなかった場合には、紙幣Ｓがリジェクトカセット１５０
に収納される。
【００８５】
　次に、精査対象となった金種別カセット１４０から全ての紙幣Ｓが繰り出されて搬送さ
れたか否かを判定し（ステップＳ５５５）、ここで肯定判定するまで、ステップＳ５３０
～５５０の処理を繰り返す。全ての紙幣Ｓの繰り出し搬送が終了したと判定した場合には
（ステップＳ５５５：Ｙｅｓ）、回収収納した紙幣Ｓを精査対象となっていた金種別カセ
ット１４０に返送して枚数精査すべく、補充回収カセット１６０から紙幣Ｓを１枚ずつ繰
り出して搬送し（ステップＳ５６０）、識別部１２０による当該紙幣Ｓの金種の識別と記
番号の読取とその取得（ステップＳ５７０）、精査対象の金種別カセット１４０への紙幣
Ｓの返送収納（ステップＳ５８０）を順次実行する。そして、ステップＳ５７０での読取
の際、識別部１２０により正常に識別された紙幣Ｓが精査対象の金種別カセット１４０に
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返送収納されると共に、紙幣処理装置制御部１９０は、該当金種の精査枚数を１ずつイン
クリメントして、その枚数を紙幣Ｓが実際に金種別カセット１４０に返送収納された枚数
、即ち、精査枚数として記憶する。なお、識別部１２０により正常に識別されなかった場
合には、紙幣Ｓがリジェクトカセット１５０に収納され、このリジェクト紙幣の枚数は、
上記の精査枚数から除外される。
【００８６】
　次に、補充回収カセット１６０から全ての回収収納紙幣が繰り出されて搬送されたか否
かを判定し（ステップＳ５８５）、ここで肯定判定するまで、ステップＳ５６０～５８０
の処理を繰り返して、精査対象の金種別カセット１４０についての精査処理が完了する。
こうして、ステップＳ５２０で提示した精査対象の金種別カセット１４０についての精査
処理が完了すると、紙幣処理装置制御部１９０は、その精査結果を印刷すると共に、ホス
トコンピューター４００に送信する。また、係員操作部２５０におけるカセット状況表示
２６０については、カセットアクセスがあったために精査対象とされた第２金種カセット
１４０Ｂに対応する第２カセット表示２８２（図１８参照）の周囲模様を、未確定態様か
ら第１カセット表示２８１のように確定態様にその表示態様を変更する。なお、上記のス
テップＳ５３０～５８５までの処理群は、一つの金種別カセット１４０について、その収
容枚数を精査する一連の処理であることから、以下、カセット単位精査処理（ステップＳ
６００）と称する。
【００８７】
　一方、ステップＳ５２０において、係員にて全計数スイッチ表示２６２が操作されると
、紙幣処理装置制御部１９０は、全ての金種別カセット１４０についての精査処理を実行
する。例えば、ＡＴＭ１０を稼働する場合、所定期間ごとに全ての金種別カセット１４０
についての精査処理を行うよう、機器運用する場合が有り得る。こうした場合において、
係員は、カセット状況表示２６０の表示を通した精査対象カセットの提示の有無に拘わら
ず、全計数スイッチ表示２６２を操作する。こうして全ての金種別カセット１４０につい
ての精査処理が指示されると、紙幣処理装置制御部１９０は、図２０に示すように、一つ
の金種別カセット１４０、例えば第１金種カセット１４０Ａについて、既述した一連のカ
セット単位精査処理を実行する（ステップＳ６１０）。そして、全ての金種別カセット１
４０についてカセット単位精査処理が完了すると（ステップＳ６２０）、紙幣処理装置制
御部１９０は、その精査結果を印刷すると共に、ホストコンピューター４００に送信する
。また、紙幣処理装置制御部１９０は、カセット状況表示２６０については、第１カセッ
ト表示２８１～第３カセット表示２８３の周囲模様を確定態様とする。
【００８８】
　以上説明したように、本実施例のＡＴＭ１０では、取り扱う紙幣Ｓを金種ごとの第１金
種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃに収納し、取引に際して各カセットから
紙幣Ｓを繰り出したり収納する。本実施例のＡＴＭ１０は、上記の金種別カセット１４０
における紙葉類の収納枚数の特定に支障を来すエラー等の特異事象、具体的にはジャムや
、リジェクト、或いはカセットアクセスの有無を検知する（図８：ステップＳ１３４、図
１１：ステップＳ２１４、図１４：ステップＳ３３４、図１７：ステップＳ４１０）。そ
して、本実施例のＡＴＭ１０は、上記の特異事象が発生する前における紙幣Ｓの現状収納
枚数を、金種ごとの第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃについてそれ
ぞれ管理し（図９）、第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃにおける紙
幣Ｓの収納状況を、種別カセットごとに、カセット状況表示２６０にて第１カセット表示
２８１～第３カセット表示２８３のように表示する（図６等）。
【００８９】
　第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃの収納状況の表示に当たっては
、特異事象が起きていないことにより現状収納枚数が確定済みの金種別カセット１４０に
ついては、当該カセットに対応した第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３の
上端側の周囲模様を、カセット収納枚数が確定している確定態様で表示する。また、特異
事象が起きたことにより現状収納枚数が未確定の金種別カセット１４０については、当該
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カセットに対応した第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３の上端側の周囲模
様を、カセット収納枚数が確定不可な未確定態様で表示する。つまり、本実施例のＡＴＭ
１０は、現状収納枚数が確定済みの金種別カセット１４０と現状収納枚数が未確定の金種
別カセット１４０とで、その表示態様を使い分け、それぞれの金種別カセット１４０での
紙幣収納状況を種別カセットごとに異なる表示態様で表示する（図６、図１８）。よって
、本実施例のＡＴＭ１０によれば、精査処理を担当する係員に対して、第１金種カセット
１４０Ａ～第３金種カセット１４０Ｃのどの金種別カセット１４０が紙幣Ｓの収納枚数が
確定済みであり、どの金種別カセット１４０が紙幣Ｓの収納枚数が未確定であることを容
易に且つ確実に認識させることができる。このため、紙幣Ｓの収納枚数が確定済みの金種
別カセット１４０については、精査処理の選択の候補から除外して精査処理を実行しない
ようにした上で（図１９：ステップＳ５２５）、収納枚数が未確定の金種別カセット１４
０を精査処理の実行対象として選択できる。この結果、本実施例のＡＴＭ１０によれば、
精査処理を行う金種別カセット１４０の数自体を少なくできるので、精査処理に要する時
間をより短縮化できる。
【００９０】
　また、本実施例のＡＴＭ１０では、第１金種カセット１４０Ａ～第３金種カセット１４
０Ｃにおける紙幣Ｓの収納状況をカセット状況表示２６０の第１カセット表示２８１～第
３カセット表示２８３にて表示するに当たり、カセット毎に紙幣Ｓの収納枚数を表示する
。よって、精査処理を担当する係員に対して、金種別カセット１４０の現状の収納枚数を
カセット毎に容易に認知させることができる。
【００９１】
　また、本実施例のＡＴＭ１０では、リジェクトを起こした紙幣Ｓを収納するリジェクト
カセット１５０を金種別カセット１４０とは別に設け、リジェクトが起きるとそのリジェ
クト紙幣をリジェクトカセット１５０に搬送機構１７０にて振り分けて収納する。そして
、金種別カセット１４０における紙幣Ｓの収納枚数についてのデータ管理（図９）に当た
っては、リジェクトカセット１５０に収納された紙幣の収納枚数を管理するほか、この収
納枚数を減算した収納枚数を、リジェクト発生に関連した金種別カセット１４０の収納枚
数として管理し、これら収納枚数を、カセット状況表示２６０におけるカセット毎の第１
カセット表示２８１～第４カセット表示２８４に表示する。よって、本実施例のＡＴＭ１
０によれば、リジェクト紙幣の枚数を係員に認知させることができる。ジャムについても
同様である。
【００９２】
　しかも、本実施例のＡＴＭ１０は、リジェクトカセット１５０に収納したリジェクト紙
幣の枚数を、識別部１２０や第１センサー１４２により計数もしくは推定する。そして、
リジェクト発生により収納枚数が未確定となり得る金種別カセット１４０に対応した第１
カセット表示２８１～第３カセット表示２８３の周囲模様の表示態様を、リジェクトカセ
ット１５０に収納された枚数の計数と推定とで区別する。この場合、リジェクトカセット
１５０に収納された枚数が計数されれば、この収納枚数、およびリジェクト発生により収
納枚数が未確定となり得る金種別カセット１４０の現状収納枚数は確定する。よって、リ
ジェクト発生により収納枚数が未確定となり得る金種別カセット１４０については、収納
枚数が確定したとして扱って第１カセット表示２８１等の周囲模様を確定態様で表示でき
ると共に、当該金種別カセットを精査処理の選択の候補から除外することができる。この
ため、精査処理の対象となる金種別カセット１４０の数はより少なくなるので、精査処理
に要する時間の更なる短縮化を図ることができる。
【００９３】
　また、リジェクトカセット１５０への収納枚数が計数できずに当該収納枚数を推定した
場合には、リジェクト発生により収納枚数が未確定となり得る金種別カセット１４０につ
いての第１カセット表示２８１～第３カセット表示２８３の周囲模様を、推定態様で表示
する（図６、図１３）。こうして推定態様で周囲模様を表示したカセット表示に対応する
金種別カセット１４０の収納枚数は、上記の推定枚数によることから推定された枚数とな
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る。ところが、リジェクトカセット１５０における推定収納枚数とリジェクト発生により
収納枚数が未確定となり得る金種別カセット１４０の収納枚数との和は、リジェクト発生
前の金種別カセット１４０の収納枚数と一致し、リジェクト紙幣はリジェクトカセット１
５０に留まって装置外に持ち出されることはない。よって、本実施例のＡＴＭ１０によれ
ば、推定態様で周囲模様を表示したカセット表示に対応する金種別カセット１４０につい
ても、精査処理の選択の候補から除外して、精査処理を行う金種別カセット１４０の数を
より少なくして、精査処理に要する時間をより短縮化できる。
【００９４】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明はこのような実施の形態になん
ら限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲内において種々なる態様での実施
が可能である。例えば、図１６に示すカセット状況表示２６０において、係員が、推定態
様で表示されている第２カセット表示２８２を押圧した後に、計数スイッチ表示２６４を
押圧すれば、推定態様の第２カセット表示２８２に対応した第２金種カセット１４０Ｂを
、精査対象にして、当該カセットの精査処理を行うようにすることもできる。
【符号の説明】
【００９５】
　　１０…自動取引装置（ＡＴＭ）
　　１２…背面扉
　　１００…紙幣処理装置
　　１１０…入出金口
　　１２０…識別部
　　１３０…一時保留部
　　１４０…金種別カセット
　　１４０Ａ…第１金種カセット
　　１４０Ｂ…第２金種カセット
　　１４０Ｃ…第３金種カセット
　　１４２…第１センサー
　　１４４…第２センサー
　　１５０…リジェクトカセット
　　１６０…補充回収カセット
　　１６２…セパレータ
　　１６３…補充回収部
　　１６４…補充リジェクト部
　　１７０…搬送機構
　　１８０…ジャムカセット
　　１９０…紙幣処理装置制御部
　　１９４…検知部
　　２１０…明細票処理装置
　　２２０…通帳処理装置
　　２３０…硬貨処理装置
　　２４０…顧客操作部
　　２５０…係員操作部
　　２５２…初期画面
　　２５４…紙幣装填スイッチ
　　２５６…精査処理実行スイッチ
　　２５８…メンテナンススイッチ
　　２５９…運用開始スイッチ
　　２６０…カセット状況表示
　　２６２…全計数スイッチ表示
　　２６４…計数スイッチ表示
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　　２６６…印字スイッチ表示
　　２７０Ｇ…カセット群表示
　　２８０Ｇ…カセット群表示
　　２８１…第１カセット表示
　　２８２…第２カセット表示
　　２８３…第３カセット表示
　　２８４…第４カセット表示
　　２８５…第５カセット表示
　　２８６…第６カセット表示
　　２９０Ｇ…装置表示
　　３００…本体制御部
　　４００…ホストコンピューター
　　１９２…精査／搬送制御部
　　Ｓ…紙幣
　　Ｌ１～Ｌ１０…搬送路

【図１】 【図２】
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【図１１】 【図１２】
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